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〔
特
集
1
〕

戦
前
日
本
に
お
け
る
経
済
発
展
と
所
得
分
配
─
府
県
別
所
得
上
位
集
中
度
の
推
計
と
分
析

─

岡　

崎　

哲　

二

は
じ
め
に

　

ト
マ
・
ピ
ケ
ッ
テ
ィ
と
共
同
研
究
者
た
ち
に
よ
る
長
期
の
所
得
分

配
に
関
す
る
一
連
の
研
究）（
（

、
お
よ
び
そ
れ
ら
に
動
機
を
与
え
て
い
る

先
進
諸
国
に
お
け
る
所
得
格
差
の
拡
大
に
よ
っ
て
、
所
得
分
配
が
あ

ら
た
め
て
幅
広
い
関
心
を
集
め
て
い
る
。
所
得
分
配
は
、
経
済
学
に

お
い
て
古
典
派
経
済
学
以
来
、
中
心
的
な
テ
ー
マ
の
一
つ
と
さ
れ
て

き
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
は
サ
イ
モ
ン
・
ク
ズ
ネ
ッ
ツ
に
よ
る

経
済
発
展
と
所
得
分
配
の
関
係
に
関
す
る
研
究
が
学
界
に
大
き
な
イ

ン
パ
ク
ト
を
与
え）（
（

、
所
得
水
準
と
所
得
不
平
等
の
間
の
逆
Ｕ
字
の
関

係
を
表
す
「
ク
ズ
ネ
ッ
ツ
・
カ
ー
ブ
」
に
つ
い
て
多
く
の
研
究
が
行

わ
れ
た）（
（

。

　

ク
ズ
ネ
ッ
ツ
の
研
究
の
影
響
は
日
本
に
も
及
び
、
一
橋
大
学
の
研

究
者
を
中
心
に
、
所
得
分
配
の
長
期
的
・
歴
史
的
研
究
が
進
め
ら
れ

た
。
日
本
に
関
す
る
研
究
の
特
筆
す
べ
き
特
徴
は
、
そ
れ
が
良
質
の

マ
イ
ク
ロ
・
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
い
る
点
に
あ
る
。
一
九
世
紀
末
に

日
本
に
戸
数
割
税
が
市
町
村
税
と
し
て
導
入
さ
れ
、
戸
数
割
に
関
す

る
税
務
資
料
に
個
別
の
納
税
者
の
所
得
、
課
税
額
、
資
産
評
価
額
等

の
情
報
が
記
録
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
南
亮
進
、
小
野
旭
等
は
多

く
の
市
町
村
に
分
散
し
て
保
存
さ
れ
て
い
る
戸
数
割
資
料
を
体
系
的

に
収
集
し
、
マ
イ
ク
ロ
・
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
、
所
得
不
平
等
度
、

そ
の
変
化
、
変
化
の
要
因
等
に
関
す
る
ユ
ニ
ー
ク
な
研
究
を
行
っ
た）（
（

。
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ま
た
、
日
本
に
つ
い
て
は
富
裕
層
に
つ
い
て
各
個
人
の
所
得
税
額
等

の
情
報
を
記
載
し
た
資
料
が
あ
り
、
谷
沢
弘
毅
は
そ
の
一
つ
、『
日

本
紳
士
録
』（
交
詢
社
）
を
用
い
て
富
裕
層
の
経
済
的
・
社
会
的
背

景
を
明
ら
か
に
し
た）（
（

。
同
時
に
、
日
本
に
つ
い
て
も
他
の
主
要
国
と

同
様
に
所
得
税
に
関
す
る
統
計
資
料
が
長
期
的
に
作
成
さ
れ
て
お
り
、

森
口
千
晶
と
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
サ
エ
ツ
は
、『
主
税
局
統
計
年
報

書
』
を
用
い
て
、
ピ
ケ
ッ
テ
ィ
等
に
よ
る
他
国
の
研
究
と
比
較
可
能

な
、
所
得
上
位
グ
ル
ー
プ
へ
の
所
得
集
中
度
の
長
期
的
推
計
と
分
析

を
行
っ
て
い
る）（
（

。

　

こ
の
論
文
で
は
、
こ
れ
ら
の
文
献
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
新
た
な
視

点
を
加
え
て
研
究
の
進
展
に
貢
献
す
る
こ
と
を
試
み
る
。
す
な
わ
ち
、

こ
こ
で
は
戦
前
期
に
お
け
る
所
得
上
位
グ
ル
ー
プ
へ
の
所
得
集
中
度

を
府
県
別
に
推
計
す
る
。『
主
税
局
統
計
年
報
書
』
は
、
所
得
階
層

別
の
所
得
額
、
納
税
者
数
等
の
情
報
を
府
県
別
に
掲
載
し
て
お
り
、

こ
れ
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
ピ
ケ
テ
ィ
や
森
口
・
サ
エ
ツ
等
と
同

様
に
、
所
得
集
中
度
（
不
平
等
度
）
を
府
県
別
に
推
計
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
そ
の
う
え
で
、
ク
ズ
ネ
ッ
ツ
以
来
の
問
題
関
心
に
立
っ
て
、

所
得
集
中
度
と
経
済
発
展
の
関
係
を
検
討
し
、
あ
わ
せ
て
所
得
格
差

が
社
会
に
与
え
た
影
響
に
関
し
て
予
備
的
な
検
討
を
行
う
こ
と
に
し

た
い
。

一　

所
得
格
差
の
府
県
別
推
計

　

前
述
し
た
よ
う
に
南
亮
進
等
は
多
数
の
市
町
村
に
つ
い
て
戸
数
割

資
料
を
収
集
し
、
マ
イ
ク
ロ
・
デ
ー
タ
に
基
づ
く
所
得
分
配
の
研
究

を
行
っ
た
。
そ
の
一
環
と
し
て
南
は
、
各
市
町
村
の
ジ
ニ
係
数
を
計

算
し
た
う
え
で
、
ジ
ニ
係
数
と
工
業
化
の
関
係
を
検
討
し
た）（
（

。
各
市

町
村
の
工
業
化
の
程
度
は
、
非
農
業
就
業
者
数
の
人
口
比
で
測
ら
れ

た
。
こ
の
研
究
に
よ
る
と
、
一
九
二
三
年
時
点
で
は
工
業
化
と
所
得

分
配
の
間
に
は
相
関
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
一
九
三
〇
年
に
な
る

と
弱
い
正
の
相
関
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
一
九
三
七
年
に
は
明

確
な
正
の
相
関
が
認
め
ら
れ
た
。
南
は
こ
の
結
果
を
、
一
九
二
〇
年

代
初
め
以
降
の
工
業
化
の
進
展
に
よ
っ
て
、
所
得
分
配
の
地
域
間
の

差
違
が
拡
大
し
た
こ
と
を
反
映
し
た
も
の
と
解
釈
し
て
い
る
。

　

南
の
研
究
は
良
質
な
個
人
レ
ベ
ル
の
所
得
デ
ー
タ
を
用
い
た
す
ぐ

れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
所
得
分
配
と
工
業
化
な
い
し
経
済
発
展
と
の

関
係
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
研
究
す
べ
き
点
を
残
し
て
い
る
。
戸
数
割

を
課
し
て
い
な
い
市
町
村
が
あ
り
、
そ
の
中
に
東
京
、
大
阪
、
京
都
、

名
古
屋
と
い
っ
た
大
都
市
が
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

人
口
が
集
中
し
、
も
っ
と
も
工
業
化
が
進
み
、
ま
た
多
く
の
富
裕
層

が
居
住
す
る
と
考
え
ら
れ
る
地
域
が
分
析
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
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る
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
こ
こ
で
は
ピ
ケ
ッ
テ
ィ
等
に
よ

る
一
連
の
文
献
と
同
様
の
方
法
を
用
い
て
、
所
得
税
統
計
か
ら
府
県

別
に
所
得
分
配
を
推
計
す
る）（
（

。
こ
れ
ら
の
文
献
は
、
各
国
上
位
所
得

グ
ル
ー
プ
へ
の
所
得
集
中
度
を
次
の
よ
う
な
考
え
方
に
基
づ
い
て
推

計
し
て
い
る
。
日
本
の
戸
数
割
資
料
の
よ
う
に
個
人
レ
ベ
ル
の
所
得

を
体
系
的
に
示
す
よ
う
な
資
料
を
多
く
の
国
に
つ
い
て
長
期
的
に
得

る
こ
と
は
難
し
い
。
し
か
し
、
多
く
の
国
で
、
所
得
税
に
関
す
る
統

計
資
料
は
長
期
的
に
利
用
可
能
で
あ
る
。
そ
し
て
所
得
税
統
計
に
は

多
く
の
場
合
、
所
得
階
層
（
ブ
ラ
ケ
ッ
ト
）
ご
と
に
、
そ
の
階
層
の

課
税
対
象
者
の
所
得
合
計
と
人
数
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
所
得
税
の

課
税
対
象
者
は
相
対
的
な
高
所
得
者
に
限
ら
れ
、
こ
の
傾
向
は
時
代

を
遡
る
と
著
し
い
が
、
他
方
で
一
般
に
各
個
人
や
世
帯
の
所
得
の
分

布
は
、
特
に
そ
の
上
層
部
分
に
つ
い
て
パ
レ
ー
ト
分
布
で
よ
く
近
似

で
き
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
パ
レ
ー
ト
分
布
を
仮
定

し
て
ブ
ラ
ケ
ッ
ト
内
の
人
々
の
所
得
を
補
完
推
計
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
例
え
ば
人
口
全
体
の
中
で
上
位
〇
・
一
％
、
一
％
、
一
〇
％
等

の
上
位
所
得
者
グ
ル
ー
プ
の
所
得
を
計
算
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
こ
で
は
、
こ
れ
と
同
じ
の
考
え
方
に
基
づ
い
て
次
の
よ
う
な
方

法
で
各
府
県
の
所
得
上
位
〇
・
一
％
グ
ル
ー
プ
の
所
得
を
推
計
す
る
。

一
般
に
所
得
が
パ
レ
ー
ト
分
布
に
従
う
と
き
、
X
と
所
得
が
X
以
上

の
人
々
の
人
数
N
の
間
に
は
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い
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関
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あ
る
。
す
な
わ
ち
、
N
と
X
の
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は
対
数
線
形
の

関
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あ
り
、
そ
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傾
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数
α
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係
数
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る
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に
よ
っ
て
計
算
で
き
る
。
そ
し
て
α
と
A
が
与
え
ら
れ
れ
ば
、
ト
ッ

プ
か
ら
j
番
目
の
人
の
所
得
を
推
計
で
き
る
の
で
、
人
口
の
〇
・
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一
％
に
当
た
る
順
位
の
人
ま
で
所
得
を
計
算
し
て
そ
れ
ら
を
合
計
す

れ
ば
上
位
〇
・
一
％
グ
ル
ー
プ
の
所
得
が
得
ら
れ
る
。

　

そ
の
う
え
で
、
求
め
た
値
を
各
府
県
の
個
人
可
処
分
所
得
で
除
す

こ
と
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
所
得
グ
ル
ー
プ
の
所
得
シ
ェ
ア
を
計
算
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
個
人
可
処
分
所
得
と
し
て
は
、
袁
堂
軍
等
の
推
計

に
よ
る
府
県
別
粗
付
加
価
値
（
全
国
平
均
価
格
表
示
））

（
（

を
、
各
年
に

お
け
る
全
国
の
粗
国
民
生
産
／
個
人
可
処
分
所
得
の
比）（1
（

で
除
し
た
値

を
使
用
す
る
。
人
口
は
、
各
府
県
の
当
該
年
に
お
け
る
一
五
歳
以
上

現
住
人
口
を
用
い
る
。
以
下
で
は
こ
の
方
法
に
よ
り
、
一
八
九
〇
、

一
九
二
五
、
一
九
三
五
年
に
つ
い
て
所
得
上
位
〇
・
一
％
グ
ル
ー
プ

の
所
得
を
府
県
別
に
推
計
す
る
。
こ
れ
ら
三
時
点
を
選
ん
だ
の
は
、

主
と
し
て
府
県
別
粗
付
加
価
値
推
計
の
利
用
可
能
性
に
よ
っ
て
い
る）（（
（

。

　

所
得
税
は
一
八
八
七
年
の
所
得
税
法
に
よ
っ
て
日
本
に
導
入
さ
れ

た
。
同
法
は
所
得
を
、
雇
用
所
得
、
利
子
所
得
、
配
当
所
得
を
含
め

て
包
括
的
に
捉
え
、
そ
の
総
額
に
対
し
て
五
つ
の
所
得
ブ
ラ
ケ
ッ
ト

に
応
じ
た
税
率
で
所
得
税
を
課
税
す
る
こ
と
と
し
た
。
所
得
税
法
は

一
八
九
九
年
に
改
正
さ
れ
、
こ
の
改
正
に
よ
っ
て
税
法
上
の
所
得
は
、

第
一
種
（
法
人
所
得
）、
第
二
種
（
利
子
所
得
）
お
よ
び
第
三
種
（
そ

の
他
個
人
所
得
）
の
三
種
類
に
区
分
さ
れ
た
。
第
三
種
所
得
に
は
、

法
人
か
ら
支
払
わ
れ
る
配
当
・
賞
与
は
含
ま
れ
ず
、
こ
れ
ら
は
所
得

税
の
課
税
対
象
と
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。
一
九
二
〇
年
に
再
度
所
得

税
法
が
改
正
さ
れ
、
こ
の
改
正
に
よ
っ
て
法
人
か
ら
支
払
わ
れ
る
配

当
・
賞
与
の
六
〇
％
が
第
三
種
所
得
に
組
み
入
れ
ら
れ
、
以
後
一
九

三
七
年
の
所
得
税
法
改
正
ま
で
こ
の
制
度
が
維
持
さ
れ
た）（（
（

。

　

一
八
八
七
年
お
よ
び
一
九
二
〇
年
の
所
得
税
法
の
下
で
、
所
得
税

は
そ
れ
ぞ
れ
前
年
ま
で
三
年
間
の
平
均
所
得
お
よ
び
前
年
の
所
得
に

対
し
て
課
税
さ
れ
た
た
め
、
こ
こ
で
は
、
大
蔵
省
主
税
局
『
税
務
統

計
年
報
』
一
八
九
二
年
版
の
デ
ー
タ
に
基
づ
く
推
計
値
を
一
八
九
〇

年
に
関
す
る
も
の
、
同
一
九
二
六
年
版
、
一
九
三
六
年
版
の
デ
ー
タ

に
基
づ
く
推
計
値
を
一
九
二
五
年
、
一
九
三
五
年
に
関
す
る
も
の
と

見
な
し
た
。
ま
た
、
上
記
の
方
法
で
上
位
〇
・
一
％
グ
ル
ー
プ
の
所

得
を
推
計
す
る
際
に
、
一
九
二
〇
年
の
所
得
税
法
改
正
後
の
一
九
二

五
年
、
一
九
三
五
年
に
つ
い
て
は
追
加
的
な
補
正
が
必
要
と
さ
れ
る
。

配
当
・
賞
与
所
得
の
四
〇
％
が
非
課
税
で
あ
り
、
利
子
所
得
が
第
三

種
所
得
に
含
ま
れ
な
い
こ
と
に
よ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
森
口

と
サ
エ
ツ
に
し
た
が
っ
て
、
四
〇
％
の
配
当
・
賞
与
所
得
の
う
ち
五

二
％
が
上
位
〇
・
一
％
グ
ル
ー
プ
に
分
配
さ
れ
、
利
子
所
得
の
ウ
ェ

イ
ト
は
上
位
〇
・
一
％
グ
ル
ー
プ
の
所
得
の
中
で
無
視
で
き
る
と
仮

定
し
た）（（
（

。

　

推
計
結
果
は
表
（
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
表
下
段
の
基
本
統
計
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表 1　上位1.（％グループ所得の府県別推計

所得上位1.（％グループの所得計（千円） 個人可処分所得計に対する比率（％）
（（（1 （（（（ （（（（ （（（1 （（（（ （（（（

北海道 （（（ （（,1（（ （（,（1（ 1.（1 （.（（ （.（（
青森 （（（ （,（1（ （,（（（ （.（（ （.（（ （.（（
岩手 （（（ （,（（（ （,（（1 （.（（ （.（1 （.（（
宮城 （（（ （,（（（ （,（（（ （.（（ （.（（ （.（（
秋田 （（1 （,（（（ （,（（（ （.（（ （.（（ （.（（
山形 （（（ （1,（（（ （,（（（ （.（（ （.（（ （.1（
福島 （（（ （,（（（ （,（（（ （.（（ （.（（ （.（（
茨城 （（（ （,（（（ （,（（（ （.（1 （.（（ （.（（
栃木 （（（ （,（（（ （,（（（ （.（（ （.（（ （.（（
群馬 （（1 （,1（（ （,（（（ （.（（ （.（（ （.（（
埼玉 （（（ （,（（（ （,（（（ （.（（ （.（1 （.（（
千葉 （（（ （,（（（ （,（（（ （.（1 （.（（ （.（（
東京 （,（（（ （（（,（（（ （（（,（（（ （（.（（ （.（（ （.（（
神奈川 （,（（（ （1,（（（ （（,（（（ （.（（ （.（（ （.（（
新潟 （,（（（ （1,（（1 （（,（11 （.（（ （.（1 （.（（
富山 （（（ （,（（（ （,（（（ （.（（ （.（（ （.（1
石川 （1（ （,（（（ （,（（（ （.（（ （.（（ （.（（
福井 （（（ （,（（（ （,（（（ （.（（ （.（1 （.（（
山梨 （1（ （,（（（ （,（（（ （.（（ （.1（ （.（（
長野 （（（ （（,（（（ （,（（（ （.（（ （.（（ （.（（
岐阜 （（（ （,（（（ （,（（1 （.（（ （.（（ （.（（
静岡 （（（ （（,（（（ （（,（1（ （.（（ （.1（ （.（（
愛知 （,（（（ （（,（（（ （1,（（（ （.（（ （.（（ （.（（
三重 （（（ （（,（（（ （,（1（ （.1（ （.（（ （.（（
滋賀 （（（ （,（（（ （,（（（ （.（（ （.（（ （.（（
京都 （,（1（ （（,1（（ （1,（（（ （.（（ （.（（ （.（（
大阪 （,（（（ （（,（（（ （1（,（（（ （.（（ （.（（ （.（（
兵庫 （,（（（ （（,（（（ （（,（（1 （.（（ （.（（ （.1（
奈良 （（（ （,（1（ （,（（（ （.（1 （.（（ （.（1
和歌山 （（（ （,（（（ （,（（（ （.（1 （.（（ （.1（
鳥取 （（（ （,（（（ （,（（（ （.（（ （.（（ （.（（
島根 （（（ （,（（1 （,1（（ （.（（ （.（（ （.（（
岡山 （,1（（ （（,（1（ （1,1（（ （.（（ （.1（ （.（（
広島 （,1（（ （（,（（（ （（,（（（ （.（（ （.（（ （.（（
山口 （1（ （1,（（（ （（,（（（ （.（（ （.（（ （.（（
徳島 （（1 （,（（（ （,（（（ （.（（ （.（（ （.（（
香川 （（（ （,（（（ （,（（（ （.（（ （.（（ （.（（
愛媛 （1（ （,（1（ （,（（（ （.（（ （.（（ （.（（
高知 （（1 （,（（1 （,（（1 （.（（ （.（（ （.（（
福岡 （,1（（ （（,（（（ （（,（（（ （.（（ （.（（ （.（（
佐賀 （（（ （,（（1 （,（（（ （.（（ （.（（ （.（（
長崎 （（（ （1,（（（ （1,（（1 （.（（ （.（1 （.（（
熊本 （（（ （（,（（（ （,（（（ （.（（ （.（（ （.（（
大分 （（1 （,（（（ （,（（（ （.（（ （.（（ （.（（
宮崎 （（（ （,（（（ （,（1（ （.（（ （.（（ （.（（
鹿児島 （（（ （1,（（（ （,（（（ （.（（ （.（（ （.（（
平均 （（（ （（,（1（ （（,（（（ （.（（ （.（（ （.（（
標準偏差 （,（（（ （（,1（（ （（,（（（ （.（（ （.1（ （.（（
最大 （,（（（ （（（,（（（ （（（,（（（ （（.（（ （.（（ （.1（
最小 （（（ （,（（（ （,（（（ 1.（1 （.（（ （.（（

資料：本文参照。
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に
要
約
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
推
計
期
間
を
通
じ
て
、
上
位
〇
・

一
％
グ
ル
ー
プ
の
所
得
は
各
府
県
の
個
人
可
処
分
所
得
の
三
・
九

四
％
か
ら
四
・
六
四
％
を
占
め
た
。
こ
れ
は
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
平

均
所
得
が
全
一
五
歳
以
上
人
口
の
平
均
所
得
の
三
九
・
四
倍
か
ら
四

六
・
四
倍
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
時
間
的
変
化
に
注
目

す
る
と
、
一
八
九
〇
年
か
ら
一
九
二
五
年
に
か
け
て
、
上
位
〇
・

一
％
グ
ル
ー
プ
の
所
得
の
シ
ェ
ア
が
上
昇
し
、
一
九
二
五
年
以
降
は

横
ば
い
な
い
し
若
干
低
下
し
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
図
（
は
上
位

〇
・
一
％
グ
ル
ー
プ
の
所
得
シ
ェ
ア
の
分
布
の
時
間
的
推
移
を
描
い

て
い
る
。
こ
こ
で
も
一
八
九
〇
年
か
ら
一
九
二
五
年
に
か
け
て
の
所

得
集
中
度
の
上
昇
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
間
に
分
布
全
体
が
右
の

方
向
に
移
動
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
一
九
二
五
年
か
ら
三
五

年
に
か
け
て
の
期
間
に
は
、
分
布
の
右
側
の
裾
の
部
分
が
厚
く
な
る

一
方
で
、
分
布
の
ピ
ー
ク
は
左
に
移
動
す
る
な
ど
、
明
確
な
傾
向
が

認
め
ら
れ
な
い
。
所
得
上
位
〇
・
一
％
グ
ル
ー
プ
の
府
県
別
所
得

シ
ェ
ア
の
以
上
の
よ
う
な
動
き
は
、
全
国
デ
ー
タ
か
ら
推
計
し
た
上

位
〇
・
一
％
グ
ル
ー
プ
の
シ
ェ
ア
の
動
き
、
南
に
よ
る
ジ
ニ
係
数
の

推
計
と
整
合
的
で
あ
る）（（
（

。

二　

経
済
発
展
と
所
得
分
配

　

前
節
で
推
計
し
た
上
位
〇
・
一
％
グ
ル
ー
プ
の
所
得
シ
ェ
ア
に
関

す
る
府
県
別
デ
ー
タ
を
用
い
て
、
経
済
発
展
と
所
得
分
配
の
関
係
を

検
討
し
よ
う
。
各
府
県
の
経
済
発
展
の
程
度
は
、
袁
堂
軍
他
の
推
計

に
よ
る
一
人
当
た
り
実
質
粗
付
加
価
値
（
一
九
三
四
～
三
六
年
価
格
）

資料：表 （ より作成。

図 1　所得上位1.（％グループの所得シェア分布の推移
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に
よ
っ
て
測
る
。
図
（
Ａ
─

Ｃ
は
一
人
当
た
り
実
質
粗
付
加
価
値
（
以

下
、
所
得
水
準
）
と
上
位
〇
・
一
％
グ
ル
ー
プ
の
所
得
シ
ェ
ア
（
以
下
、

所
得
集
中
度
）
の
相
関
を
示
し
て
い
る
。

　

一
八
九
〇
年
に
つ
い
て
は
各
府
県
の
所
得
水
準
と
所
得
集
中
度
の

間
に
明
確
な
相
関
が
見
ら
れ
な
い
。
東
京
は
所
得
水
準
・
所
得
集
中

度
と
も
に
高
い
が
、
東
京
と
所
得
水
準
が
同
等
の
大
阪
、
北
海
道
は

所
得
集
中
度
が
他
の
府
県
よ
り
む
し
ろ
低
か
っ
た
。
注
目
す
べ
き
こ

と
に
一
九
二
五
年
ま
で
に
状
況
が
大
き
く
変
化
し
た
。
す
な
わ
ち
、

一
九
二
五
年
に
は
、
東
京
、
大
阪
等
の
所
得
水
準
が
高
い
府
県
は
概

し
て
所
得
集
中
度
が
高
く
、
鹿
児
島
等
、
所
得
水
準
が
低
い
県
で
は

概
し
て
所
得
集
中
度
が
低
い
と
い
う
関
係
が
明
確
に
認
め
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
こ
う
し
た
関
係
は
一
九
三
五
年
に
つ
い
て
も
同
様
に
観
察

さ
れ
る
。
一
九
二
〇
年
代
以
降
の
日
本
で
、
経
済
発
展
に
と
も
な
っ

て
高
所
得
階
層
へ
の
所
得
の
集
中
が
進
む
と
い
う
関
係
が
明
確
に
観

察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
同
時
に
、
所
得
水
準
と
所
得
集
中
度
の
関
係

は
直
線
的
で
あ
り
、
ク
ズ
ネ
ッ
ツ
が
指
摘
し
た
よ
う
な
、
逆
Ｕ
字
の

図 2　経済発展と所得集中度
A. 1890年

東京

大阪

北海道

上位0.1％グループ所得シェア（％）

1人当たり実質粗付加価値
（円、1934-36年価格）
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0.00
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C. 1935年

東京

大阪

上位0.1％グループ所得シェア（％）

資料：表１および一橋大学経済研究所データベース
　　　http://www.ier.hit-u.ac.jp/Japanese/databases/ より作成。

1人当たり実質粗付加価値
（円、1934-36 年価格）

8.00

7.00

6.00

4.00

5.00

3.00

1.00

2.00

0.00
0 100 200 300 400 500 600

B. 1925年

東京

大阪鹿児島

鹿児島

上位0.1％グループ所得シェア（％）

1人当たり実質粗付加価値
（円、1934-36 年価格）
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関
係
は
、
戦
前
日
本
の
府
県
別
ク
ロ
ス
セ
ク
シ
ョ
ン
・
デ
ー
タ
か
ら

は
観
察
さ
れ
な
い
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。

　

図
（
か
ら
の
観
察
を
回
帰
分
析
で
検
証
し
よ
う
。
表
（
上
段
の
式

（
（
）～（
（
）は
各
府
県
に
お
け
る
各
年
毎
に
上
位
〇
・
一
％
グ
ル
ー

プ
の
所
得
シ
ェ
ア
を
各
府
県
の
一
人
当
た
り
実
質
付
加
価
値
（
所
得

水
準
）
に
回
帰
し
て
い
る
。
一
八
九
〇
年
に
つ
い
て
は
所
得
水
準
の

係
数
は
プ
ラ
ス
で
あ
る
が
統
計
的
に
有
意
で
な
く
、
ま
た
係
数
の
大

き
さ
も
他
の
年
に
比
べ
て
相
対
的
に
小
さ
い
。
一
方
、
一
九
二
五
年

に
つ
い
て
は
所
得
水
準
の
係
数
は
プ
ラ
ス
で
統
計
的
に
有
意
で
あ
り
、

値
も
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
一
九
三
五
年
に
つ
い
て
も
所
得
水
準
の

係
数
は
プ
ラ
ス
で
有
意
で
あ
り
、
値
は
一
九
二
五
年
よ
り
さ
ら
に
大

き
い
。
経
済
発
展
に
と
も
な
っ
て
所
得
集
中
度
が
上
昇
す
る
と
い
う

関
係
を
確
認
す
る
結
果
と
い
え
る
。

　

表
（
中
段
の
式（
（
）～（
（
）は
説
明
変
数
と
し
て
所
得
水
準
の
他

に
所
得
水
準
の
二
乗
項
を
加
え
て
い
る
。
こ
の
定
式
化
で
は
、
所
得

水
準
お
よ
び
そ
の
二
乗
項
は
と
も
に
有
意
と
な
ら
ず
、
所
得
水
準
と

所
得
集
中
度
の
逆
Ｕ
字
の
関
係
は
確
認
で
き
な
い
。
表
（
下
段
の
式

（
（
）～（
（
）は
三
年
分
の
デ
ー
タ
を
プ
ー
ル
し
て
回
帰
分
析
を
行
っ

た
結
果
で
あ
る
。
式（
（
）が
示
す
よ
う
に
、
デ
ー
タ
を
プ
ー
ル
し
た

場
合
も
、
所
得
水
準
と
所
得
集
中
度
の
間
の
正
の
関
係
は
有
意
に
認

め
ら
れ
る
。
こ
の
式
で
も
う
一
つ
注
目
さ
れ
る
の
は
、
一
九
二
五
、

一
九
三
五
年
を
示
す
ダ
ミ
ー
変
数
が
と
も
に
プ
ラ
ス
で
は
あ
る
が
有

意
で
な
い
点
で
あ
る
。
表
（
に
示
し
た
よ
う
に
一
八
九
〇
年
か
ら
一

九
二
五
年
に
か
け
て
所
得
集
中
度
が
平
均
的
に
上
昇
し
た
が
、
上
の

結
果
は
、
こ
れ
が
基
本
的
に
所
得
水
準
の
上
昇
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

所
得
集
中
度
の
府
県
別
推
計
の
意
味
は
大
き
い
。
そ
れ
が
府
県
間
、

時
点
間
で
比
較
的
大
き
な
分
散
を
持
っ
て
い
る
た
め
、
推
計
さ
れ
た

デ
ー
タ
を
も
と
に
所
得
格
差
の
経
済
・
社
会
に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

含
意
を
検
証
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
は
一
つ
の
例
と
し
て
所

得
格
差
と
社
会
の
安
定
性
、
よ
り
具
体
的
に
は
治
安
と
の
関
係
を
検

討
す
る
。
治
安
の
指
標
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
考
え
ら
れ
る
が
、

こ
こ
で
は
盗
難
を
と
り
あ
げ
る
。『
帝
国
統
計
年
鑑
』
一
八
九
二
年

版
、
一
九
二
六
年
版
に
は
そ
れ
ぞ
れ
一
八
九
〇
年
、
一
九
二
五
年
の

人
口
千
人
当
た
り
の
盗
難
件
数
が
府
県
別
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
盗

難
に
は
、
窃
盗
、
強
盗
、
ス
リ
、
詐
欺
が
含
ま
れ
る
。
一
九
三
五
年

に
関
す
る
対
応
す
る
デ
ー
タ
は
『
帝
国
統
計
年
鑑
』
に
は
見
当
た
ら

な
い
。
一
八
九
〇
年
と
一
九
二
五
年
の
デ
ー
タ
を
プ
ー
ル
し
て
人
口

千
人
当
た
り
盗
難
件
数
を
所
得
集
中
度
に
回
帰
す
る
と
表
（
の
よ
う

に
な
る
。
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表 2　経済発展と所得集中度

（（） （（） （（）
被説明変数：
上位1.（％グループ所得シェア

（（（1年 （（（（年 （（（（年

（人当たり実質付加価値 1.11（（1.（（） 1.11（（（.（（）＊＊＊ 1.1（1（（.1（）＊＊＊
定数項 （.（（（（（.1（）＊＊＊ （.（（（（（.（（）＊＊＊ （.（（（（（.（（）＊＊＊
Obs. （（ （（ （（
R（ 1.1（（ 1.（（（ 1.（（（

（（） （（） （（）
被説明変数：
上位1.（％グループ所得シェア

（（（1年 （（（（年 （（（（年

（人当たり実質付加価値 -1.1（（（-（.1（） -1.11（（-1.1（） 1.11（（（1.（（）
（人当たり実質付加価値（ 1.111（（.（（） 1.111（1.（（） 1.1111（1.1（）
定数項 （.（（（（（.（（）＊＊＊ （.11（（（.11）＊＊ （.（（（1（（.（（）
Obs. （（ （（ （（
R（ 1.1（（ 1.（11 1.（（（

（（） （（）
被説明変数：
上位1.（％グループ所得シェア

（（（1、（（（（、（（（（年 （（（1、（（（（、（（（（年

（人当たり実質付加価値 1.11（（（（.（（）＊＊ -1.11（（-1.（1）
（人当たり実質付加価値（ 1.111（1.（（）
（（（（年 -1.1（（（（-1.（（） 1.（1（（-1.1（）
（（（（年 -1.（（（（（-（.（（） -1.1（（（-1.（（）
定数項 （.（（（（（（1.（（）＊＊＊ （.（（（（（（.11）＊＊＊
Obs. （（（ （（（
R（ 1.（（（ 1.（1（

注：（ ）内は分散不均一制に対して頑健な t 値。
＊＊＊ （ ％水準で統計的に有意。＊＊ （ ％水準で統計的に有意。＊（1％水準で統計的に有意。

表 3　所得集中度と治安

被説明変数：
人口（111人当たり盗難件数

　（（） 　（（）

上位1.（％グループ所得シェア （.1（（（（.（（）＊＊＊ 1.（（（（（.（（）＊＊＊
（人当たり実質付加価値 1.1（（（（.（1）＊＊＊
（（（（年 -（.（（（（-（.（1）＊＊＊ -（.（（（（（1.（（）
定数項 （.（（（（（.（（）＊＊＊ （.（（（（（.（（）＊＊＊

Obs. （（ （（
R（ 1.（（1 1.（1（

注：（ ）内は分散不均一制に対して頑健な t 値。
＊＊＊ （ ％水準で統計的に有意。＊＊ （ ％水準で統計的に有意。
＊（1％水準で統計的に有意。
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式（
（
）で
は
説
明
変
数
と
し
て
所
得
集
中
度
と
一
九
二
五
年
を
示

す
ダ
ミ
ー
変
数
の
み
を
用
い
て
い
る
。
表
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

所
得
集
中
度
の
係
数
は
プ
ラ
ス
で
統
計
的
に
有
意
で
あ
る
。
所
得
格

差
の
拡
大
は
盗
難
の
頻
度
と
プ
ラ
ス
の
相
関
を
持
っ
て
い
る
こ
と
に

な
る
。
た
だ
し
、
す
で
に
見
た
よ
う
に
所
得
集
中
度
は
経
済
発
展
の

程
度
と
正
の
相
関
を
持
っ
て
い
る
た
め
、
表
（
の
式（
（
）の
結
果
は
、

単
に
所
得
集
中
の
背
後
に
あ
る
経
済
発
展
と
盗
難
頻
度
の
関
係
を
反

映
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
そ
こ
で
式（
（
）で
は
一

人
当
た
り
実
質
付
加
価
値
を
説
明
変
数
に
加
え
て
い
る
。
一
人
当
た

り
実
質
付
加
価
値
の
係
数
は
有
意
に
プ
ラ
ス
と
な
る
。
一
方
で
、
所

得
集
中
度
の
係
数
の
値
は
式（
（
）よ
り
小
さ
く
な
る
が
、
依
然
と
し

て
係
数
は
有
意
に
プ
ラ
ス
で
あ
る
。
こ
の
結
果
は
、
経
済
発
展
は
直

接
に
治
安
の
悪
化
と
関
係
し
て
い
た
が
、
そ
れ
と
は
別
に
経
済
格
差

の
拡
大
と
い
う
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
通
じ
て
も
治
安
の
悪
化
に
つ
な
が
っ

た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

お
わ
り
に

　

こ
の
論
文
で
は
、
所
得
税
統
計
と
パ
レ
ー
ト
補
完
に
よ
っ
て
、
戦

前
日
本
に
お
け
る
所
得
上
位
〇
・
一
％
グ
ル
ー
プ
の
所
得
シ
ェ
ア

（
所
得
集
中
度
）
を
府
県
別
に
推
計
し
、
そ
れ
と
各
府
県
の
経
済
発
展

の
程
度
と
の
関
係
を
検
討
し
た
。
一
八
九
〇
年
か
ら
一
九
二
五
年
に

か
け
て
所
得
集
中
度
が
平
均
的
に
上
昇
し
た
こ
と
、
一
九
二
五
年
ま

で
に
所
得
集
中
度
と
一
人
当
た
り
粗
付
加
価
値
の
間
に
正
の
相
関
が

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
一
八
九
〇
年
以
降
の
所
得
集
中
度

の
平
均
的
上
昇
は
経
済
発
展
に
よ
っ
て
説
明
で
き
る
こ
と
、
所
得
集

中
度
の
上
昇
は
治
安
の
悪
化
に
つ
な
が
っ
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
一
九
二
〇
年
代
以
降
観
察
さ
れ
た
経
済
発
展

と
所
得
不
平
等
の
正
の
相
関
は
ク
ズ
ネ
ッ
ツ
・
カ
ー
ブ
の
上
昇
局
面

に
対
応
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
も
っ
と
も
、
本
論
文
で
は
所
得
集

中
度
上
昇
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
は
検
討
し
て
い
な
い
。
そ
れ
は
、

「
無
制
限
的
労
働
供
給
」
の
下
で
限
界
生
産
力
以
下
の
労
働
力
が
農

村
か
ら
吸
収
さ
れ
て
い
っ
た
過
程
を
反
映
す
る
か
も
し
れ
な
い
し）（（
（

、

労
働
節
約
的
技
術
進
歩
に
よ
る
（
ウ
ィ
リ
ア
ム
ソ
ン
）
か
も
し
れ
な

い
）
（（
（

。
こ
の
点
の
検
討
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
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